
1 2011.4. 広報ふかや1 2011.4. 広報ふかや
人口：147,411人　男性：73,676人　女性：73,735人　世帯数：55,449世帯（平成23年10月1日現在・外国籍のかたも含みます）
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　渋沢栄一記念館のステンドグラス『論語算盤』
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渋沢栄一
没後80年
記念事業

渋沢栄一
没後80年
記念事業

歴史ゾーン

福川

唐
沢
川

小山川

至熊谷至本庄

遊
歩
道（
あ
か
ね
通
り
）

●中の家
●渋沢栄一記念館

旧煉瓦製造施設

●

深谷市役所深谷市役所●

17号バイパス

国道17号

旧中山道 産業ゾーン産業ゾーン産業ゾーン

●
　誠之堂
　清風亭
●誠之堂
　清風亭

深谷城址公園深谷城址公園

福祉ゾーン福祉ゾーン

旧煉瓦製造施設
下手計

深谷駅

歴史ゾーン

深谷公民館深谷公民館●

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
３
ゾ
ー
ン

　

郷
土
の
偉
人
『
渋
沢
栄
一
』
が
亡
く
な
っ
て
今
年
で
80
年
に
な
り
ま
す
。
市
で
は

こ
れ
を
記
念
し
、
市
内
を
産
業
・
福
祉
・
歴
史
の
３
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
を
一
挙
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
・
お
い
し
い
・
面
白
い
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
会

場
へ
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ビッグイベント一挙開催！！

11月11日.12日. 13日㈮ ㈯ ㈰

ビッグイベント一挙開催！！

日日日㈰11月11日.12日. 13日

●●渋沢栄一記念館

唐
沢
川

至熊谷

遊
歩
道（
あ
か
ね
通
り
）

●
深谷城址公園

福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン福祉ゾーン 遊
歩
道（
あ
か
ね
通
り
）

旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設

●●●

旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設旧煉瓦製造施設

Zone2

福祉ゾーン
　福祉健康まつり・地域医療
フォーラムなどを開催。健康相談
や体験コーナーを通して、自分の
体を見直すきっかけに。

Zone3

産業ゾーン
　産業祭・企業大見
本市などを開催。市内
産業の魅力がギュッ
と詰まったゾーンで
す。渋沢栄一ゆかりの
企業も出店。人気の
N-oneグランプリをは
じめ、イベントが盛り
だくさん。

歴史ゾーン
　記念シンポジウム・青淵まつりを
開催。渋沢栄一ゆかりの史跡めぐり
と合わせて、深谷に息づく文化を堪
能できます。

Zone1

11日

イベント とき ところ
深谷駅前銅像献花式 午前10時～11時 JR深谷駅前青淵広場

12日・13日

イベント とき ところ

渋沢栄一ゆかりの史跡めぐり

午前10時～午後4時
（13日は午後3時まで）

市内各史跡

産業祭 旧中山道およびJR
深谷駅周辺

福祉健康まつり 深谷城址公園

青淵まつり 渋沢栄一記念館

企業大見本市 旧中山道周辺
心の輪を広げる
深谷市障害者文化作品展 午前10時～午後6時 深谷公民館

記念シンポジウム（12日のみ） 午後1時30分～5時 渋沢栄一記念館

地域医療フォーラム（13日のみ）午後1時30分～4時 深谷市民文化会館
▲イベント一覧

　当日の会場周辺と駐車場
は、大渋滞が予想されます。
臨時駐車場＆無料送迎バス
を、ぜひ、ご利用ください。
臨時駐車場
①深谷中学校
②消防本部
③カントリーエレベーター
④深谷ビッグタートル
⑤埼玉工業大学
⑥川本総合支所
⑦花園総合支所

臨時駐車場＆
無料送迎バス

バスで
楽チン
会場へ♪

①問題提起　井
い の

上
う え

潤
じゅん

氏（渋沢栄一記念財団渋沢
史料館館長）
②基調講演「社会企業家の先駆者 渋沢栄一」島

し ま

田
だ

昌
ま さ

和
か ず

氏（文京学院大学教授）
③パネルディスカッション
　＜パネリスト＞
　　▪上

う え

田
だ

清
き よ

司
し

氏（埼玉県知事）
　　▪岡

お か

村
む ら

正
ただし

氏（東京商工会議所会頭）
　　▪鳥

と り

羽
ば

博
ひ ろ

道
み ち

氏（㈱ドトールコーヒー創業
　　　者・名誉会長・深谷市出身）
　　▪小

こ

島
じ ま

進
すすむ

（深谷市長）
　＜モデレーター＞
　　▪松

ま つ

本
も と

和
か ず

明
あ き

氏（長岡大学准教授・明治大
　　　学大学院兼任講師）
あ生涯学習課（☎572‐ 9581）

記念シンポジウム
　「深谷の産業の魅力と渋沢栄一精神の発信」を
テーマに、旧中山道周辺などで、江戸時代に宿
場町としてにぎわった「深谷宿」を再現すべく、
市内企業・事業者の商工業製品や、新鮮な野菜
や畜産物、花や植木などの魅力的な深谷産の “イ
イモノ ”が大集合します。
●N-oneグランプリ
11の麺

め ん

類
る い

が集まって、味自慢＆味比べ！
●野良着コレクション
●にぎわい通り商店街
懐かしい雰囲気漂う横丁商店街を再現♪
あ商工振興課（☎574‐ 6650）

産業祭

●市内の福祉施設や団体などによる模擬店
●健康に関する各種相談コーナー
●地域医療フォーラム（詳細は6ページに掲載
しています）
あ福祉課（☎574‐ 6644）

福祉健康まつり

入場
無料

●商店による自慢料理や物品などの販売
●軽トラ市（野菜・花販売）
●大抽選会
●野菜・花・風船の無料配布
※13日には、みこし、太鼓、ダンスなどのステー
ジイベントや、コスプレ大会、子ども商店も実
施します。
あふかや市商工会豊里支所（☎587‐ 2113）

青淵まつり

※とき・ところは、上表「イベント一覧」をご覧ください。

※イベント内容は変更になる場合があります。

〈歴史ゾーン〉 〈産業ゾーン〉

〈福祉ゾーン〉

〈歴史ゾーン〉
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至熊谷至本庄至本庄

●

深谷市役所深谷市役所●

深谷駅

ふかやハーベストジャンボリー
出店者ゾーン

国道17号

旧中山道

全国ねぎサミット
メイン会場

市役所
第2庁舎

仲町深谷

市役所
第2庁舎

地
間
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
中
心
市
街
地
を
会
場

と
し
て
お
り
、同
時
に
開
催
さ
れ
る「
妙

見
市
」
の
に
ぎ
わ
い
も
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

と
き　

12
月
10
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
・
11
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

30
分

と
こ
ろ　

中
心
市
街
地

参
加
団
体
（
ね
ぎ
）

・
秋
田
県
能
代
市
（
白
神
ね
ぎ
）
☆

・
山
形
県
酒
田
市
（
平
田
赤
ね
ぎ
）

・
福
島
県
郡
山
市
（
阿
久
津
曲
が
り
ね

ぎ
）

・
新
潟
県
新
潟
市
（
や
わ
肌
ね
ぎ
）

・
群
馬
県
下
仁
田
町
（
下
仁
田
ね
ぎ
）

・
茨
城
県
坂
東
市
（
坂
東
ね
ぎ
）

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
（
岩
槻
ね
ぎ
）

　農業王国・深谷のおいしい農畜産物を使っ
て、市内飲食店がスペシャル料理を考案。各
店が腕によりをかけた「深谷の旬」が期間限
定で登場します！また、アンケートにお答え
いただいたかたの中から、抽選でステキな商
品をプレゼントします。
とき　12月1日㈭～18日㈰
応募方法
1参加店舗や公共施設で、応募用紙付きパン
フレットを入手します。
2参加店舗で創作料理を食べたら、応募用紙
にスタンプを押してもらいます。
3スタンプが2個以上集まったら、12月28日
㈬までに、必要事項を記入し回収箱へ

11
産
地
12
ね
ぎ
が
大
集
合
！

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
全
国
ね
ぎ
サ

ミ
ッ
ト
」が
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
帰
っ

て
来
ま
す
！

　

新
た
な
産
地
を
迎
え
、
全
11
産
地
の

多
種
多
様
な
「
ね
ぎ
」
が
集
合
。
Ｐ
Ｒ

や
販
売
を
通
じ
て
「
ね
ぎ
」
に
よ
る
産

阿久津
曲がり

ねぎ

やわ肌
ねぎ

平田赤
ねぎ

秋田県
能代市

秋田県
能代市

白神ね
ぎ

徳田ね
ぎ

岩津ね
ぎ

下仁田
ねぎ坂東ね

ぎ
岩槻ね

ぎ
矢切ね

ぎ
あじさ

いねぎ

参加店一覧

店名 住所 電話番号
HEIKICHI Café（埼玉工業大学内） 普済寺1690 ☎585‐6805
やさいのおいしい台所　静乃里 上柴町東3‐21‐29 ☎575‐2914
ジェラート工房福島・四つ葉のクローバー 上柴町西1‐22‐25 ☎575‐3950
うどん茶屋三男坊 宿根166‐3 ☎575‐1181
きん藤 本住町7‐54 ☎571‐1341
カフェ花見 仲町2‐7 ☎571‐0528
Cafe床とこ 荒川860‐2 ☎579‐1788
埼玉グランドホテル深谷
レストランブローニュ 西島町1‐1‐13 ☎571‐2111

埼玉グランドホテル深谷
ラウンジ 西島町1‐1‐13 ☎571‐2111

和食　銀座 田中162 ☎583‐2022
そば遊歩 国済寺493‐1 ☎575‐2827
パンチャ・ピエーナ 宿根78‐1 ☎575‐2535
やまだ家 田谷280 ☎572‐1420

ホームメイドランチひまわり 上野台2352
ダイアパレスBW1階 ☎551‐0225

ピニャータ 人見7‐3 ☎574‐3799
鮨平 武蔵野1654‐1 ☎584‐1692
和めしCafe HISAGO 本住町6‐33 ☎571‐2192
三峰やまなか 小前田143 ☎584‐2396
レストパーラー高原 西島町2‐18‐4 ☎572‐1827
寿司・割烹美ゆき 岡2694‐3 ☎585‐2034
中華菜館 田中126‐1 ☎583‐6875
ウスキングベーグル 岡2910‐3 ☎585‐0761

・
千
葉
県
松
戸
市
（
矢
切
ね
ぎ
・
あ
じ

さ
い
ね
ぎ
）

・
岐
阜
県
岐ぎ

南な
ん

町ち
ょ
う

（
徳
田
ね
ぎ
）
☆

・
兵
庫
県
朝あ

さ

来ご

市し

（
岩
津
ね
ぎ
）
☆

・
埼
玉
県
深
谷
市
（
深
谷
ね
ぎ
）

☆
は
初
参
加
の
産
地

内
容

●
出
展
ブ
ー
ス

　

各
産
地
の
「
ね
ぎ
」
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
、

「
ね
ぎ
」
を
使
用
し
た
郷
土
料
理
の
提

供
の
ほ
か
、
そ
の
他
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と

販
売
を
実
施
し
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
参
加
産
地
に

よ
る
「
ね
ぎ
自
慢
」、
新
潟
発
ね
ぎ
ア

イ
ド
ル
の
Nね

ぎ

っ

こ

e
g
i
c
c
o
に
よ
る
ラ

イ
ブ
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

●
ふ
か
や
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

出
店
者
ゾ
ー
ン
で
は
、
上
記
『
ふ
か
や

ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
』
に
参
加

し
て
い
る
一
部
店
舗
の
創
作
料
理
が
販

売
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
８
）

深谷ね
ぎ

秋田県
能代市

山形県
酒田市

福島県
郡山市

新潟県
新潟市

群馬県
下仁田

町
茨城県

坂東市

埼玉県
さいた

ま市
千葉県

松戸市
千葉県

松戸市
岐阜県

岐南町
兵庫県

朝来市

山形県
酒田市

福島県
郡山市

新潟県
新潟市

群馬県
下仁田

町
茨城県

坂東市

埼玉県
さいた

ま市
千葉県

松戸市
千葉県

松戸市
岐阜県

岐南町
兵庫県

朝来市

協賛：三菱電機ホーム機器㈱、キリンビール㈱埼玉支社、深谷市園芸協会
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「
八
甲
田
山
」　
（
日
本
・
１
６
９
分
）

と
き　

11
月
５
日
㈯
ま
で
（
１
日
３
回

上
映
）
午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
２
時

30
分
〜
、
午
後
７
時
30
分
〜

内
容　

雪
中
行
軍
の
演
習
中
に
起
き
た

一
大
遭
難
事
故
の
全
容

「
さ
く
ら
さ
く
ら
〜
サ
ム
ラ
イ
化
学
者

高た
か

峰み
ね

譲じ
ょ
う

吉き
ち

の
生
涯
」

（
日
本
・
１
３
３
分
）

と
き　

11
月
６
日
㈰
〜
13
日
㈰
③

内
容　

数
々
の
薬
品
発
明
の
業
績
を
残

し
な
が
ら
、
正
当
な
評
価
を
得
ぬ
ま
ま

終
わ
っ
た
天
才
の
物
語

「
大
鹿
村
騒
動
記
」　 

（
日
本
・
93
分
）

と
き　

11
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
①
②
④

内
容　

信
州
の
村
歌
舞
伎
役
者
の
周
囲

で
起
こ
る
珍
事
件

「
フ
ー
ド
イ
ン
ク
」　　
　
（
米
・
94
分
）

と
き　

11
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
①

内
容　

食
品
の
大
量
生
産
に
お
け
る
問

題
点
を
検
証
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
木
漏
れ
日
の
家
で
」

　
　
　
　
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
１
０
４
分
）

と
き　

11
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
②
③
④

※
13
日
③
の
上
映
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容　

片
田
舎
の
自
宅
で
暮
ら
す
老
婆

と
隣
人
と
の
交
流
と
そ
の
生
涯

優
秀
映
画
観
賞
事
業
「
煙
突
の
見
え
る

場
所
」「
お
早
よ
う
」「
名
も
無
く
貧
し

く
美
し
く
」「
裸
の
島
」

と
き　

11
月
20
日
㈰
〜
24
日
㈭

「
１
枚
の
ハ
ガ
キ
」（
日
本
・
１
１
４
分
）

と
き　

11
月
25
日
㈮
〜
12
月
３
日
㈯
①

②
③
④

内
容　

新し
ん

藤ど
う

兼か
ね

人と

監
督
の
戦
争
体
験
に

よ
る
感
動
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。
予
告

な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

深
谷
発
、
元
気
日
本
！

　

い
よ
い
よ
今
月
11
日
〜
13
日
に
か
け

て
、
渋
沢
栄
一
没
後
80
年
記
念
事
業
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

栄
一
翁
は
、
幕
末
〜
明
治
の
混こ

ん

沌と
ん

と

し
た
時
代
の
先
頭
に
立
っ
て
、
日
本
を

け
ん
引
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
戦

後
の
わ
た
し
た
ち
は
先
人
が
築
い
て
く

れ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
社
会
の
中
で
、

経
済
を
発
展
さ
せ
豊
か
な
生
活
を
手
に

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
物
質
的
な
豊
か
さ
と
引
き

換
え
に
、
自
然
環
境
を
傷
め
た
り
人
の

心
の
交
流
が
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
結
果
と
し
て
、
人
や
地
域
が
「
あ

る
べ
き
姿
」
か
ら
、
程
遠
い
姿
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
お
金
の
み
に
執
着
す
る
気
運

が
過
度
に
強
く
な
り
、
こ
れ
は
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
的
に
起
こ
っ
た
こ
と
で

す
が
、
今
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
社

会
の
在
り
方
を
反
省
す
る
気
運
も
生
じ

て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
未

曽
有
の
大
震
災
を
経
験
し
ま
し
た
。
今

も
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
も
が
き
苦
し

ん
で
い
る
状
況
で
す
が
、
な
ん
と
し
て

も
こ
れ
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
時
代
を

切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
将
来
の

子
ど
も
や
孫
た
ち
が
活
躍
す
る
時
代
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
力
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

  

「
論
語
と
算そ

ろ
ば
ん盤
」
を
読
み
返
す
と
、

翁
の
一
言
一
言
と
い
う
も
の
が
、
わ
た

し
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
安
全
に
、
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に
遺の

こ

し
て
く

れ
た
言
葉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
。
栄
一
翁
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
深
谷
を
「
元
気
日
本
の
発
信

地
」
に
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ
（
☎

５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

　
「
み
ん
な
で
守
る
地
域
医
療
」
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
（
開
場
＝
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル定
員　

先
着
３
０
０
人

内
容

1
基
調
講
演
「
医
療
は
誰
の
も
の
〜
市

民
の
も
の 

そ
し
て 

み
ん
な
の
も
の
〜
」

【
講
師
】

・
宮み

や

山や
ま

徳と
く

司し

氏
（
埼
玉
医
科
大
学
特
任

教
授
）

2
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

・
宮
山
徳
司
氏

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】　

・
佐さ

々さ

木き

優ま
さ

至し

氏
（
㈳
深
谷
市
・
大
里

郡
医
師
会
長
）

・
諏す

訪わ

敏と
し

一か
ず

氏（
深
谷
赤
十
字
病
院
長
）

・
宮み

や

島じ
ま

典の
り

子こ

氏
（
深
谷
市
民
）

・
土つ

ち

屋や

久ひ
さ

幸ゆ
き

氏
（
熊
谷
保
健
所
長
）

・
小こ

島じ
ま

進す
す
む

（
深
谷
市
長
）

申
し
込
み　

不
要

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
５
‐
１
１
０
１
）

渋
沢
栄
一
没
後
80
年
記
念
事
業

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

3

　

２
０
１
１
年
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
№
１
を

全
国
民
の
投
票
で
決
定
す
る
『
ゆ
る

キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１
』に
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
人
気

上
昇
中
の
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
地
元
深
谷
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
へ
投
票
し

て
、
深
谷
市
の
知
名
度
を
さ
ら
に
広
め

ま
し
ょ
う
。

「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
へ
の
投
票
方
法

　

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
１
日

１
回
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
初
め
て
投
票
す
る
場
合
に
は
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
必
要
で
す
。

◆
携
帯
電
話
で
投
票
す
る
場
合

　

下
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
、「
ふ
っ
か
ち
ゃ

ん
」
の
投
票
画
面
に
移
動

し
ま
す
の
で
、
続
け
て
【
初
め
て
の
投

票
】
3
以
降
の
操
作
を
し
て
、
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
パ
ソ
コ
ン
で
投
票
す
る
場
合

　

次
の
1
〜
4
の
順
で
操
作
し
て
、
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
初
め
て
の
投
票
】

1
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
か
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
」
で
検
索
）
へ
ア
ク
セ
ス

2
ペ
ー
ジ
下
部
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
名
か
ら

選
ぶ
」
か
ら
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
を
選

択
し
「
G
O
」
を
ク
リ
ッ
ク

3
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
の
写
真
の
下
に

あ
る
「
こ
の
キ
ャ
ラ
に
投
票
す
る
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
メ
ー
ラ
ー
が
立
ち

上
が
り
、
そ
の
ま
ま
空
メ
ー
ル
を
送
信

4
返
信
メ
ー
ル
が
届
く
と
投
票
完
了

【
２
回
目
以
降
の
投
票
】　

　

初
め
て
投
票
し
た
時
に
送
信
さ
れ
て

き
た
返
信
メ
ー
ル
内
に
記
載
さ
れ
て
い

る
U
R
L
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
投
票

が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間　

11
月
26
日
㈯
午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
☎
５
７
４
‐

８
０
９
６
）

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
が
選
挙
活
動
を
開
始

1

2

深谷市消防本部

救急医療優良団体
表彰を受賞
　9月9日の「救急の日」を記念し、
県と県医師会が、長年にわたり救急医
療に貢献してきた県内の医療機関など
を表彰しました。深谷市消防本部は、
県から救急医療体制の整備・充実に貢
献した功績が認められ、救急医療優良
団体として表彰されました。

▲上
うえ

田
だ

県知事（右）と内
うち

田
だ

消防長（左）

深谷市長　小島　進

11月のご案内
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子
ど
も
た
ち
に
「
郷
土
の
偉
人
・
渋

沢
栄
一
」
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
油

絵
で
栄
一
の
生
涯
を
描
い
て
い
る
渋

沢
敦
雄
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
手
掛
け

た
作
品
は
11
年
間
で
32
点
。
栄
一
の

生
涯
を
記
し
た
小
説
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
り

を
想
像
し
、
そ
の
中
に
間
違
い
が
な
い

か
、
時
代
背
景
を
徹
底
的
に
調
べ
る
そ

う
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
間
違
っ
た

歴
史
を
伝
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
、
教
育
的
な
視
点
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

渋
沢
さ
ん
が
こ
の
大
作
に
挑
む
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
平
成
６
年
。
小
学

校
の
校
長
で
あ
っ
た
渋
沢
さ
ん
は
、
以

前
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
や

優
し
さ
を
説
く
際
に
、
よ
く
栄
一
の
話

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
短
い
時
間
の
中

で
「
栄
一
翁
の
精
神
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
学
校
に
飾
ら
れ
て
い
る

栄
一
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
見
て
、「
カ

ラ
ー
で
表
現
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

に
、
栄
一
翁
を
も
っ
と
強
く
感
じ
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。

　

そ
の
気
持
ち
は
徐
々
に
膨
れ
上
が

り
、
退
職
後
に
噴
き
出
し
ま
し
た
。
３

〜
４
年
の
う
ち
に
、
一
気
に
23
点
を
描

き
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
33
作
目
を
構
想
中
の
渋
沢
さ

ん
は
最
後
に
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
今
は
ま
だ
、
作
品
が
子
ど
も
た

ち
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
形
に
残
す
こ
と

で
、
未
来
に
わ
た
っ
て
栄
一
翁
の
生
涯

に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」

▲自身が手掛けた作品「油絵で見る渋沢

栄一の生涯」に囲まれるアトリエで

渋
しぶ

沢
さわ

敦
あつ

雄
お

 さん

﹇
第
５
回
﹈

描
く
こ
と
で
思
い
を
伝
え
る

　

栄
一
は
、
海か

い

保ほ

塾じ
ゅ
く

に
寄
宿
し
な
が
ら

千
葉
道
場
に
も
通
い
、
広
く
交
友
を
求

め
て
活
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
か
事

あ
る
時
に
頼
り
に
な
る
人
物
を
今
か
ら

募
っ
て
お
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
し

た
。
武
士
に
な
り
た
い
、
国
事
に
奔
走

し
た
い
と
い
う
思
い
が
深
ま
る
一
方

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

思
え
ば
、
そ
の
発
端
は
、
十
七
歳
の

時
の
岡
部
陣
屋
で
の
経
験
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
、
栄
一
は
、
父
の
名
代
と

し
て
岡
部
陣
屋
に
赴
き
、
御
用
金
を
申

し
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
応
対
に
出
た
役

人
に
散
々
に
愚ぐ

弄ろ
う

さ
れ
ま
す
。
農
民
で

あ
る
自
分
と
武
士
で
あ
る
役
人
と
の
間

に
は
、厳
然
た
る
身
分
の
違
い
が
あ
り
、

百
姓
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
百
姓
で
し

か
な
い
。
こ
う
し
た
世
の
中
の
現
実
に

深
く
傷
つ
く
と
と
も
に
、
世
の
中
を
変

革
し
た
い
、
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
も
ま
た
、
大
い
に
喚
起

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
、
栄

一
た
ち
の
身
に
も
関
係
す
る
大
事
件
が

起
こ
り
ま
す
。
時
の
老
中
安あ

ん

藤ど
う

信の
ぶ

正ま
さ

が

江
戸
城
坂
下
門
外
で
襲
わ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
時
襲
撃
に
加
わ
っ
た
の
は
、

長ち
ょ
う

七し
ち

郎ろ
う

の
親
友
で
あ
る
河こ

う

野の

顕け
ん

三ぞ
う

を
は

じ
め
と
す
る
大お

お

橋は
し

訥と
つ

庵あ
ん

門
下
の
六
名
の

者
で
、い
ず
れ
も
斬き

り
死じ

に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
前
、
長
七
郎
は
、
長
州
の
多た

賀が

谷や

勇い
さ
む

と
と
も
に
、
輪り

ん

王の
う

寺じ

宮の
み
や

門も
ん

跡ぜ
き

公こ
う

現げ
ん

法ほ
っ

親し
ん

王の
う

（
の
ち
の
北き

た

白し
ら

川か
わ

宮の
み
や

）

を
擁
し
て
日
光
山
に
挙
兵
す
る
こ
と

を
画
策
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
現
に

至
ら
ず
、
安
藤
襲
撃
に
加
わ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
惇じ

ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

と
栄
一

は
、
長
七
郎
を
説
得
、
首
謀
者
で
あ

る
大
橋
訥
庵
に
も
掛
け
合
い
、
一
味

に
加
わ
る
こ
と
を
断
念
さ
せ
ま
す
。

　

幕
府
の
探
索
の
手
が
長
七
郎
の
身

に
も
及
ぶ
こ
と
を
察
知
し
た
栄
一
た

ち
は
、
急
ぎ
長
七
郎
を
佐
久
の
木き

内う
ち

芳ほ
う

軒け
ん

の
元
ま
で
落
ち
延
び
さ
せ
ま

す
。
長
七
郎
は
そ
の
後
京け

い

坂は
ん

方
面
に

ま
で
足
を
伸
ば
し
、
情
勢
を
探
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
文
久
二
年
の
二
月
、
栄
一
と

千ち

代よ

の
間
に
は
長
男
市い

ち

太た

郎ろ
う

が
生
ま

れ
ま
す
が
、
八
月
に
は
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
（
文
：
新
井
慎
一
）

▲岡部陣屋長屋門
現在は、岡にある全昌寺に移築・改
築されていますが、かつての格式の
高さが伝わります

　内ケ島にお住まいの圓岡さんご夫妻は、結

婚52年目。共働きで教職30年近くを支え合

いながら勤め、退職後は、健康第一、前向き

思考で日々を過ごされているそうです。

　写真や音楽が好きで、アクティブに活動さ

れるお二人は共通点も多く、家庭での会話も

尽きないとか。

　夫婦円満の秘
ひ

訣
け つ

は、「違い＝個性」と受け

止め、お互いの個性を認め合いながら、接点

の幅を広げることだそうです。

接点を広げる
楽しみ

『坂下門外の変』
　桜田門外の変で大老・井

い

伊
い

直
な お

弼
す け

が暗殺
された後、江戸幕府の実権を握った老
中・安藤信正が、江戸城坂下門外で倒幕
を志す水戸浪士ら6人に襲撃された事件。
　安藤信正は、桜田門外の変で失墜した
江戸幕府の威厳を取り戻すため、孝

こう

明
め い

天
皇に、妹の皇女・和

かずのみや

宮を将軍・家
いえ

茂
も ち

に嫁

がせるよう願い出ました。
　この婚姻により、幕府と朝廷の関係を
深め、協力して政治を行おうとする動き
に対し、反幕府派の怒りをさらに買うこ
とになりました。
　安藤信正は、桜田門外の変の教訓から
護衛を増やしていたため一命は取り留め
ましたが、その場から逃れた不名誉を追
求され、老中職を解任されてしまいます。

髙
こ う

野
の

 治
は る

和
か ず

さん（80歳）

　 多
た

喜
き

子
こ

さん（78歳）

圓
つぶら

岡
お か

 茂
し げ

夫
お

さん（78歳）

　 すみ子
こ

さん（81歳）

つかごしさんへ

川本北小学校3年　小
こ

久
く

保
ぼ

理
り

詠
え

 さん

　つかごしさんは、明戸駅で十一年間はたらいてい

ました。朝、学校へ行く時「おはよう。いってらっ

しゃい。」と言ってくれました。つかごしさんは、

わたしがようち園の時、なき虫だったことを知って

います。

　たいしょくの日に「いっぱい勉強するんだぞ。強

い心を持ってがんばれ。」と言ってくれました。わ

たしはなみだがポロポロ出ました。

　つかごしさん、今までありがとうございました。

 優秀賞
小学校低学年の部
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　渋沢栄一没後80年の節目に、栄一翁の人生や業績、

関連史跡を学ぶ「栄一塾」の第１回講話「渋沢栄一の生

涯と業績」が開催され、14人が参加しました。

　受講生40人が、国の重要文化財である史料館ホール

で、国内の煉瓦製造の歴史ついて学びました。受講後は、

備
び

前
ぜん

渠
きょ

鉄
てっ

橋
きょう

も訪れ、昔に思いを巡らせていました。

　『がんばれ東北！東北応援イベント』と題し、石巻か

ほく商工会青年部・女性部による「サンマの直売会」が

行われ、たくさんのかたでにぎわっていました。

　劇団えるむの演劇公演「べッカンコおに」の舞台に、

5・6年生15人が共演しました。「おにって一体なんだ

ろう？」と見る人の心に問い掛ける作品でした。

　深谷出身の入
いり

江
え

監督による最新映画「サイタマノラッ

パー3（来年公開予定）」のロケが行われ、北関東最大

の野外音楽フェスシーンが再現されました。

　小・中学生を対象に、口笛ミニコンサートが行われまし

た。口笛の世界チャンピオン・柴
しば

田
た

さんの透き通る音色に

魅了され、子どもたちも一緒に口笛を楽しんでいました。

　東京青山で深谷の魅力を発信するイベント「深谷博覧

会」が開催されました。ふかや緑の王国のPRや、漬物

を食材にした料理、植木、農産物の販売が行われました。

　埼工大フォーミュラプロジェクトの皆さん（広報ふか

や8月号「キラリ熱中時間」で紹介）が設計・製作した

フォーミュラカーの凱旋展示が行われました。

講師は、文化財保護審議会会長の新
あら

井
い

慎
しん

一
いち

氏

講師は、文化財建造物保存技術協会の小
こ

林
ばやし

裕
ひろ

幸
ゆき

氏

生サンマ・焼きサンマ・サンマ甘露煮が販売されました 文化庁「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」として行われました

出演者によるあいさつ代わりの熱唱に、エキストラのボルテージも上昇

「第9回全日本学生フォーミュラ大会」で見事完走を果たした皆さんと展示されたフォーミュラカー

大型屋台の勇壮な姿に、通りはわき上がりました

栄一翁に触れる「栄一塾」開塾！！
旧渋沢邸「中の家」

重要文化財で煉
れんが

瓦講座2011
日本煉瓦史料館

今年は東北を応援「おかべコスモス祭」
コスモス街道

プロとの貴重な共演に感激
深谷小学校

サイタマノラッパー3ロケ敢行
旧煉瓦製造施設

清らかな風に乗って響く口笛♪
清風亭

深谷のいいものPR「深谷博覧会」
青山オーバルビル前広場

お母さんも大満足の給食体験
川本南保育園

全日本学生大会で完走！マシンを凱
がい

旋
せん

展示
深谷市役所市民ホール

100年ぶりの修復をお披露目
国道140号旧道（小前田地内）

  10 ／
 ２

  10 ／
 ８

  10 ／
 ９

  9 ／
 30

  10 ／
 １

  9 ／
 24

  9 ／
 15

  10 ／
 ５

  10 ／
 ８

  9 ／
 23

　明治初期に造られた武州一の大型屋台の豪華な装飾や

彫刻が修復され、小前田屋台まつりに登場！おはやしの

演奏に合わせて、小前田往還を練り歩きました。

　5歳児の保護者を対象に、給食試食会が行われました。

いつも子どもたちが食べている給食を口にしたお母さん

からは「食べやすい工夫がされてますね」と大好評でした。

お誕生日
おめでとうご

ざいます

 祝!! 100歳

西
にし

田
だ

タケさん（中瀬）9月28日生 尾
お

熊
ぐま

己
み

よさん（本郷）10月3日生
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫

『
消
し
た
は
ず
決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度
』

　

昨
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国

の
死
者
数
は
１
，０
２
２
人
で
、

こ
の
う
ち
６
４
１
人
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
死
者

の
約
63
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅
に

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
管
内
の
設
置
率

は
推
計
69
％
と
、
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
住
宅
も
あ
り
ま
す
の

で
、
早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

　

深
谷
市
消
防
本
部
と
深
谷
地
区

防
火
安
全
協
会
の
主
催
で
、
深
谷

市
・
寄
居
町
の
小
学
生
を
対
象
に
、

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募
集
を
し

た
と
こ
ろ
、
６
４
０
点
の
優
れ
た

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
市
内
で
は
次
の
か
た
が

た
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

　

な
お
、
特
選
以
上
の
作
品
に
つ

い
て
は
、11
月
９
日
〜
15
日
ま
で
、

市
役
所
本
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
で
展

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
必
要
な

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
（
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
納
付
し
た
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
か
た
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
『
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
送
付
時
期

1
平
成
23
年
１
月
１
日
〜
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
か
た
に
は
、
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬

2
平
成
23
年
10
月
１
日
〜
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た

に
は
、
平
成
24
年
１
月
下
旬

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
・

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７
）、

Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
☎
03
‐
６
７
０
０

‐
１
１
３
０
）

※
平
成
24
年
３
月
15
日
㈭
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
を
提
出

し
ま
し
ょ
う

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
か

た
に
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
『
扶
養
親
族

等
申
告
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
送
付
対
象
者

1 

65
歳
未
満
で
年
金
額
１
０
８
万

円
以
上

2 

65
歳
以
上
で
年
金
額
１
５
８
万

円
以
上

消防本部からのお知らせ
●問い合わせ　予防課（☎571‐0913）

示
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

髙た
か

山や
ま

な
な
子こ

（
岡
部
西
小
５
年
）

深
谷
地
区
防
火
安
全
協
会
会
長
賞

加か

藤と
う

撤て
っ

平ぺ
い

（
八
基
小
６
年
）

優
秀
賞

岡お
か

田だ

萌め
ぐ
み

（
大
寄
小
６
年
）

神か
み

岡お
か

実み

希き

（
深
谷
小
５
年
）　

特
選

加か

藤と
う

竜り
ゅ
う

河が

（
明
戸
小
４
年
）

金か
な

井い

皓こ
う

雅が

（
明
戸
小
４
年
）

黒く
ろ

沢さ
わ

駿は
や

斗と

（
川
本
北
小
４
年
）

柳や
な

瀬せ

二に

千ち

翔か

（
深
谷
西
小
５
年
）

永な
が

井い

実み

優ひ
ろ

（
桜
ケ
丘
小
５
年
）

渡わ
た

辺な
べ

華は
な

世よ

（
常
盤
小
５
年
）

柳や
な
ぎ

美み

穂ほ

（
常
盤
小
５
年
）

勅て

使し

川か
は

原ら

モ
モ
（
常
盤
小
５
年
）

笠か
さ

原は
ら

佳け
い

祐す
け

（
花
園
小
５
年
）

林は
や
し

翔あ
す

香か

（
深
谷
小
６
年
）

秋あ
き

葉ば

く
る
み
（
上
柴
東
小
６
年
）

三み

村む
ら

萌も
え

嘉か

（
上
柴
西
小
６
年
）

髙た
か

田だ

伶れ
い

奈な

（
常
盤
小
６
年
）

清し

水み
ず

あ
り
さ
（
常
盤
小
６
年
）

栗く
り

田た

雄ゆ
う

輝き

（
八
基
小
６
年
）

最優秀賞

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

入
園
・
入
室
資
格

【
保
育
園
】
保
護
者
が
次
の
1

〜
6
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

家
庭
の
乳
幼
児

【
公
立
学
童
保
育
室
】
保
護
者

が
次
の
1
〜
6
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
家
庭
で
、
小
学
校
１
〜
３
年

生
お
よ
び
そ
の
他
健
全
育
成
上
、
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童

1
昼
間
、
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

場
合

2
昼
間
、
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

を
し
て
い
る
場
合

3
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
場

合
（
期
間
が
限
定
さ
れ
ま
す
）

4
病
気
や
け
が
の
場
合
ま
た
は
身
体
・

知
的
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
場
合

5
長
期
に
わ
た
る
病
気
ま
た
は
身
体
・

知
的
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
同
居
の
親

族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
場
合

6
災
害
復
旧
の
間

申
請
手
続
き
の
際
の
注
意
事
項

▪
事
前
に
入
園
申
込
書（
入
室
申
請
書
）

を
問
い
合
わ
せ
先
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
、
市
内
各
保
育
園
、
各
公
立
学

童
保
育
室
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
公
立
学
童
保
育
室
は
、
求
職
中
の
事

由
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

▪
入
園
・
入
室
の
決
定
は
申
し
込
み
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
以
前
か
ら
途
中
入
園
・
入
室
を
申
し

込
ん
で
あ
り
入
園
・
入
室
待
ち
に
な
っ

て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
新
た
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

▪
各
保
育
園
の
保
育
方
針
・
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
先
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
保
育
園
に
用
意
し

て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
保
育
料
の
未
納
が
あ
る
か
た
は
、
併

せ
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
私
立
の
学
童
保
育
室
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
直
接
各
学
童
保
育
室
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈭
〜
12
月
15
日

公立・私立保育園
公立保育園名・予定者数

桜ケ丘保育園 33 みらい幼児園おかべ 30 
藤沢保育園 28 つばさ保育園 27 
明戸保育園 30 （仮称）川本保育園（※） 20 
八基保育園 27 川本南保育園 38 
豊里保育園 23 -

私立保育園名・予定者数
深谷保育園 11 桃園保育園 10 
樫の実保育園 42 東つばき保育園 8 
稲荷町保育園 40 桃園第二保育園 31 
東光保育園 32 栃の木保育園 2 
さくら保育園 23 のぞみ保育園 23 
すみれ保育園 13 エンゼル保育園 19 
さくらんぼ保育園 15 あゆみ幼児園 7 
あけぼの保育園 23 ふきのとう保育園 5 
光保育園 15 川本のこキッズ 5 
第二さくら保育園 23 花園保育園 8 
深谷西保育園 14 花園第二保育園 9 
つばき保育園 10 第２のぞみ保育園キッズガーデン 17 
仙元山保育園 13 あおぞら保育園 38 

※（仮称）川本保育園は平成24年1月1日開園予定です。
 （田中保育園と長在家保育園が統合された保育園です）
※予定者数は前後する可能性があります。
※桜ケ丘保育園・つばさ保育園は平成25年度から、藤沢保育園・豊
里保育園は平成26年度から民営化される予定です。

平成24年度保育園・学童保育室　入園・入室のご案内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　 保育課（☎574‐8648）

公立学童保育室
学童保育室名

第一深谷学童保育室 八基学童保育室

第二深谷学童保育室 豊里学童保育室

第一桜ケ丘学童保育室 上柴学童保育室

第二桜ケ丘学童保育室 第一岡部学童保育室

第一幡羅学童保育室 第二岡部学童保育室

第二幡羅学童保育室 榛沢学童保育室

第一常盤学童保育室 本郷学童保育室

第二常盤学童保育室 第一岡部西学童保育室

明戸学童保育室 第二岡部西学童保育室

大寄学童保育室 -

私立学童保育室
学童保育室名 住所 電話番号

さくらんぼ学童クラブ 櫛引211 ☎573‐5386
たけのこ学童クラブ 上野台129‐3 ☎551‐6954
第二たけのこ学童クラブ 上野台129‐3 ☎551‐6955
上柴東学童クラブ 上柴町東2‐33‐6 ☎571‐3894
上柴西学童クラブ 上柴町東1‐19‐2 ☎573‐6865
わかばクラブ 人見809‐2 ☎573‐8794
深谷西クラブ 栄町15‐18 ☎574‐0323
プリズムクラブ 上柴町西5‐3‐7 ☎572‐7170
こどもとおはなしの家 上柴町東5‐18‐1 ☎574‐9665
川本北学童クラブ 菅沼147 ☎583‐2076
川本南学童クラブ 本田4447‐2 ☎583‐5666
花園学童クラブ（花組） 小前田1463‐1 ☎584‐6790
花園学童クラブ（月組） 小前田1994 ☎584‐3212
中央学童クラブ 小前田1889 ☎584‐5844
キッズガーデンアフタースクールケア 上柴町東3‐8‐8 ☎573‐1956
特別支援学校在籍児童・生徒が対象
ポプラ学童クラブ 大谷2162‐2 ☎573‐6313
ハート・PoPo児童クラブ 田谷308 ☎571‐0844
なのはな学童クラブ 武蔵野2520 ☎584‐2454
スワンの森 本田50 ☎583‐6118

※入室については、直接お問い合わせください。

　このほか、主に3歳未満の乳幼児を対象とした私立の

家庭保育室が、市内に6か所あります。

問い合わせ　ひばり保育園（☎571‐2803）、ベビーハウ

スあけぼの（☎571‐0784）、たんぽぽ保育室（☎583‐

5202）、ふたば乳児保育室（☎584‐6652）、エンゼル家庭

保育室（☎551‐5233）、ひまわり家庭保育室（☎584‐

7173）

㈭
ま
で
に
入
園
申
込
書（
入
室
申
請
書
）

と
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
な
ど
を
添
え

て
問
い
合
わ
せ
先
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
へ
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み 電話

ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用
者
二
次
募
集

あ
農
業
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

対
象
●
市
内
在
住
の
農
業
者
以
外
で
、
各

農
園
の
管
理
組
合
に
加
入
可
能
な
か
た

※
二
次
募
集
に
つ
き
、
過
去
に
利
用
し
て

い
た
か
た
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

面
積
●
約
40
〜
１
０
０
㎡

募集農園 区画数

曲田農園
（曲田126） 3区画

明戸農園
（上増田524‐1）17区画

沼尻農園
（沼尻663） 7区画

川本農園
（長在家1054）18区画

利
用
料
●
貸
付
料
お
よ
び
農
園
内
の
農
機

具
な
ど
の
使
用
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
組

合
費
（
年
間
約
１
，０
０
０
円
）
お
よ
び

栽
培
に
掛
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

利
用
期
間
●
平
成
24
年
３
月
１
日
㈭
〜

※
１
年
契
約
で
、
最
大
５
年
間
利
用
可
能

い
11
月
21
日
㈪
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

深
谷
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
会
員
募
集

あ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
う
５
５
１
‐
４
４
１
０
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

具
体
的
な
支
援
の
内
容
は
、
保
育
施
設

へ
の
送
迎
や
協
力
会
員
宅
で
の
一
時
預
か

り
で
す
。
依
頼
会
員
、
協
力
会
員
と
も
に

募
集
中
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
、

入
会
説
明
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
入
会
説
明
会
（
要
申
し
込
み
）】

と
き
●
11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
３
０
３
号
室

自
衛
官
募
集

あ
い
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地

域
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
４
８
５
５
）

　

防
衛
省
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
（
推
薦
・
一
般
）
の
採
用
試
験

を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

1
一
般

応
募
資
格
●
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
（
見
込
み
を
含
む
）
の
か
た

受
付
期
間
●
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮
（
必

着
）
ま
で

試
験
日
●
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

2
推
薦

受
付
期
間
●
12
月
16
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

試
験
日
●
平
成
24
年
１
月
７
日
㈯
〜
９
日

㈷
ま
で
の
指
定
す
る
１
日

※
推
薦
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
学
校
見
学
会
】

と
き
●
11
月
26
日
㈯

と
こ
ろ
●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

内
容
●
教
育
の
概
要
説
明
・
学
校
内
施
設

見
学
・
体
験
昼
食
な
ど

今
日
か
ら
は
じ
め
る

な
が
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
〜
初
級
編
〜

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
か
た

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

とき ところ 定員 内容 持ち物

11月28日㈪
午後1時30分
～3時30分

上柴
公民館
体育室

50人

テレビを見ながら体操
いすに座りながら、体操を行い
ます。

講師●遠
えん
藤
どう
良
よし
江
え
氏（健康運動指

導士）

体育館シューズ
(上履き)、タオ
ル、水分補給でき
る物、筆記用具

11月30日㈬
午前10時
～11時30分

深谷
公民館
中会議室

30人

外食しながらカロリーコント
ロール
外食の選び方、食べ合わせの一
工夫をお伝えします。

講師●中
なか
嶋
じま
美
み
徳
のり
氏（管理栄養士）

筆記用具

い
11
月
９
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
問

い
合
わ
せ
先
へ

第
５
回
あ
な
た
の
た
め
の

元
気
ア
ッ
プ
健
康
講
座

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０

１
・
え
５
７
４
‐
６
６
６
８
）

と
き
●
11
月
29
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
●
予
防
接
種
の
正
し
い
受
け
方
〜
疾

病
の
理
解
と
副
反
応
〜

講
師
●
井い

の

上う
え

佳よ
し

也な
り

氏
（
井
上
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

定
員
●
先
着
40
人

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
・
３
歳
未
満
で
先

着
15
人
）

い
11
月
４
日
㈮
か
ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

「
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」講
演
会

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

と
き
●
11
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
大
会
議
室

内
容
●
震
災
の
よ
う
な
出
来
事
を
経
験
す

る
と
、心
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
回
復
の
力
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
、

心
掛
け
た
い
自
分
自
身
へ
の
ケ
ア
、
そ
し

て
、
専
門
家
で
な
く
て
も
周
り
の
人
が
で

き
る
配
慮
や
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
師
●
重し

げ

村む
ら

淳じ
ゅ
ん

氏
（
防
衛
医
科
大
学
校
精

神
科
学
講
座
講
師
）

定
員
●
先
着
１
２
０
人

男
女
共
同
参
画
支
援
講
座

「
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
へ
向
け
て
」

あ
い
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

1
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
力
に
気
付
く
〜
女

性
の
た
め
の
護
身
術
〜

対
象
●
女
性

と
き
●
11
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

講
師
●
大お

お

沼ぬ
ま

も
と
子こ

氏
（
Ｗウ

ェ

ン

ｅ
ｎ
‐
Ｄド

ｏー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員
●
30
人

持
ち
物
●
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
運
動
靴
、

動
き
や
す
い
服
装

2
知
っ
て
い
ま
す
か
？
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

と
き
●
12
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

講
師
●
栄さ

か
え

田だ

千ち

春は
る

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
講
師
）

定
員
●
30
人

※
託
児
あ
り
（
未
就
学
児
）

赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

（
支
援
員
養
成
講
習
）

あ
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講
習
係

（
う
０
４
８
‐
７
８
９
‐
７
１
１
７
・
〠

３
３
０
‐
０
０
６
２
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

岸
町
３
‐
17
‐
１
）

対
象
●
15
歳
以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る

か
た

と
き
●
12
月
４
日
㈰
・
10
日
㈯
・
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
赤
十
字
病
院

内
容
●
１
〜
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
起
こ

り
や
す
い
事
故
の
予
防
と
応
急
手
当

定
員
●
30
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
●
１
，５
０
０
円
（
教
材
費
、
保

険
料
）

い
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
コ
ー
ス
名
「
Ｇ

‐
８
」・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
医
療
講
習
会

あ
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支
部

（
う
０
４
８
‐
８
３
５
‐
５
２
２
６
）

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ

う
こ
う
の
か
た
）
の
日
常
生
活
の
向
上
と

社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
講
習
会
で
す
。

対
象
●
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
か
た
と
そ
の
家

族
、
医
療
関
係
者

と
き
●
11
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
展
示
会
は
午
前
11
時
〜
）

と
こ
ろ
●
熊
谷
市
立
商
工
会
館
２
階
大

ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
宮
町
２
‐
３
）

内
容
●
第
１
部
「
ス
ト
ー
マ
の
合
併
症
に

つ
い
て
」
講
師
：
飯い

い

塚づ
か

勇い
さ
む

氏
（
深
谷
赤
十

字
病
院
医
師
）、
第
２
部
「
災
害
時
の
対

応
〜
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
」
講
師
：

清し

水み
ず

昌ま
さ

美み

氏
（
深
谷
赤
十
字
病
院
皮
膚
・

排は
い

泄せ
つ

ケ
ア
認
定
看
護
師
）

青
少
年
健
全
育
成
深
谷
市
民
大
会

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

と
き
●
12
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
●

1
中
学
生
の
主
張
＝
中
学
生
に
よ
る
作
文

発
表

2
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
深
谷
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
会

3
手
紙
で
つ
む
ぐ
「
あ
り
が
と
う
」
の
思

い
＝
入
賞
作
品
の
朗
読
と
表
彰

夢
・
き
ら
き
ら
ア
ー
ト
展　

深
谷
市

特
別
支
援
教
育
児
童
生
徒
作
品
展

あ
教
育
研
究
所
（
う
５
７
２
‐
９
４
５
６
）

　

市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
や

特
別
支
援
学
校
な
ど
へ
通
う
児
童
・
生
徒

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
●
12
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
12
日
は
正
午
ま

で
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
展
示
室

第
６
回
心
の
輪
を
広
げ
る

深
谷
市
障
害
者
文
化
作
品
展

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

と
き
●
11
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈪
午
前
10
時

〜
午
後
６
時（
14
日
は
午
前
９
時
〜
正
午
）

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館

作
品
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
園
の
障
害

児
（
者
）
が
制
作
し
た
絵
画
、
写
真
、
書
、

手
工
芸
品
、
俳
句
、
川
柳
、
彫
刻
、
陶
芸

な
ど川

本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

い
も
掘
り
体
験

あ
川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
う
５
８

３
‐
５
６
１
１
）

と
き
●
11
月
13
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日
①
午
前
10
時
30
分
〜　

②
午
後

２
時
30
分
〜
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

※
サ
ツ
マ
イ
モ
が
な
く
な
り
次
第
終
了

参
加
料
●
１
口
５
０
０
円
（
５
株
）

※
軍
手
・
長
靴
な
ど
、
汚
れ
て
も
よ
い
支

度
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
各
開
催
時
間
の
１
時
間
前
か
ら
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
秋
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
11
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
26
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

仙
元
山
自
然
塾
２ニ

０マ
ル

１イ
チ

１イ
チ

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

と
き
●
11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
●
仙
元
山
公
園

内
容
●
仙
元
山
を
散
策
し
な
が
ら
の
美
化

活
動
、
山
で
拾
っ
た
小
枝
や
木
の
実
な
ど

を
使
っ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
1
0
0
円
（
保
険
料
を
含
む
・

当
日
集
金
）

い
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
問
い

合
わ
せ
先
へ

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
山
の
幸
染
め
と
押
絵
展

と
き
●
11
月
２
日
㈬
〜
14
日
㈪

内
容
●
植
物
を
押
し
花
に
し
て
染
め
る
小

作
品
と
押
し
絵
約
１
０
０
点
を
展
示

出
展
●
宮み

や

田た

と
み
子こ

さ
ん

◇
陶
芸
四
人
展

と
き
●
11
月
16
日
㈬
〜
28
日
㈪

内
容
●
個
性
的
な
作
品
約
２
５
０
点
を
展
示

出
展
●
矢や

嶋じ
ま

要か
な
め

さ
ん
・
茂も

て

木ぎ

勝か
つ

代よ

さ
ん
・

須す

賀が

覚か
く

郎ろ
う

さ
ん
・
安あ

ん

部べ

幸ゆ
き

雄お

さ
ん

「
あ
ぃ
ん
」か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・

深
谷
町
10
‐
24
）

◇
押
し
花
い
ろ
い
ろ
展

と
き
●
11
月
30
日
㈬
ま
で

出
展
●
森も

り

田た

純す
み

子こ

さ
ん
・
山や

ま

口ぐ
ち

由ゆ

美み

子こ

さ

ん
ほ
か

※
ラ
ン
チ
＝
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
（
日

曜
定
休
・
水
曜
日
は
そ
ば
の
日
）

※
チ
ボ
リ
の
パ
ン
の
販
売
＝
月
・
木
・
金

曜
日
（
正
午
ご
ろ
〜
）

文
化
講
演
会

あ
深
谷
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
中な

か

村む
ら

さ
ん

（
う
５
７
２
‐
４
５
６
４
）

と
き
●
12
月
３
日
㈯
午
後
2
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
教
育
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

内
容
●
耳
で
楽
し
む
教
科
書
の
お
話

講
師
●
関せ

き

口ぐ
ち

良よ
し

子こ

氏（
教
育
研
究
所
専
門
員
）

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
深
谷
保
育
園
（
う
５
５
１
‐
６
３
３

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。
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い
ま
す
。

対
象
●
県
内
在
住
か
在
勤
の
40
歳
以
上
で

求
職
中
の
か
た
や
、
東
日
本
大
震
災
で
県

内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
か
た（
年
齢
不
問
）

と
き
●
11
月
21
日
㈪
、
12
月
５
日
㈪
・
26

日
㈪
、
平
成
24
年
１
月
24
日
㈫
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

※
１
回
45
分
（
要
予
約
）

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
小
会
議
室

い
中
高
年
就
職
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
埼
玉

出
前
相
談
担
当
（
う
０
４
８
‐
６
０
１
‐

１
７
７
１
）
へ

11
月
は
、児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
守
る
の
は
気
付
い
た
あ
な
た
の
そ
の
勇
気
」

　

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
に
は
、

地
域
に
住
む
わ
た
し
た
ち
が
日
ご
ろ
か
ら

子
ど
も
に
目
を
向
け
、
子
ど
も
が
発
す
る

虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
救
う
た
め
に
、
ま
た
苦
し
ん
で

い
る
親
を
救
う
た
め
に
、
た
め
ら
わ
ず
に

行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
か

ら
の
連
絡
が
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
ま
た
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
虐
待
の
種
類

1
身
体
的
虐
待　
殴
る
、
け
る
、
体
を
激

し
く
揺
す
る
、
戸
外
に
締
め
出
す
な
ど

2
性
的
虐
待　
性
的
行
為
の
強
要
、
性
器

や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど

3
心
理
的
虐
待　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

滞
納
市
税
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

　

市
税
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る

た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。
大
多
数
の
か

た
は
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
納

付
が
遅
れ
た
り
、
滞
っ
て
い
る
か
た
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
税
金
に
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
年
14
・
６
％
と
高
利
率

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
納
税
し
て
く

だ
さ
い
。

早
め
に
納
税
相
談
を

　

納
税
が
困
難
な
か
た
は
、
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
事
情
を
伺
っ
た
上
で
、
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
付
が
無
い
と
滞
納
処
分
も

　

正
当
な
理
由
が
な
く
滞
納
し
て
い
る
場

合
に
は
、
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
の
前
に
は
、
預
金
や
、
勤
務

先
へ
の
給
料
調
査
の
ほ
か
、
不
動
産
な
ど

の
財
産
を
調
査
し
、
最
終
的
に
納
付
が
な

い
と
き
は
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
公
売

な
ど
に
よ
り
換
金
、
税
金
に
充
当
し
て
い

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
差
し
押
さ
え
件
数
も
こ
こ

数
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
は
期

限
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
た
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
今
後
も
滞
納
処

分
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

出
前
相
談

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　
求
職
活
動
の
悩
み
相
談
を
受
け
付
け
て

く
だ
さ
い
。
回
収
は
翌
日
以
降
に
市
で
行

い
ま
す
。

　

紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
翌
日
の
朝
８
時

30
分
ま
で
に
、
通
常
の
ご
み
収
集
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

1
重
度
の
視
覚
障
害
者
（
児
）
の
移
動
を

支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
同
行
援
護
）
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
す
る
際
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

2
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
利

用
さ
れ
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
生

活
保
護
受
給
者
を
含
む
）
の
か
た
へ
の
家

賃
補
助
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
１

人
当
た
り
月
額
１
万
円
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
。
家
賃
が
１
万
円
未
満
の
場
合
は
、

当
該
家
賃
額
と
な
り
ま
す
。
家
賃
補
助
は

補
助
額
を
市
が
ホ
ー
ム
へ
支
払
う
形
で
行

い
、
利
用
者
が
ホ
ー
ム
へ
支
払
う
家
賃
が

減
額
さ
れ
ま
す
が
、
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

※
1 

2
と
も
に
申
請
済
み
の
か
た
は
、
新

た
な
手
続
き
は
不
要
で
す
。

内
職
者
を
求
め
て
い
る
事
業
者
の
か
た
へ

あ
就
職
相
談
室
（
う
５
７
３
‐
１
１
７
１
）

　
内
職
者
を
求
め
て
い
る
事
業
者
の
か

た
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

と
き
●
月
・
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
（
祝
休
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
１

秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

あ
環
境
課
（ 

う
５
８
５
‐
５
１
５
０
）

と
き
●
11
月
27
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

※
前
日
と
当
日
の
朝
、
防
災
無
線
で
放
送

し
ま
す
。

ご
み
の
種
類
と
収
集
区
域
●
道
路
や
河

川
、
住
宅
周
辺
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
・

空
き
瓶
・
紙
く
ず
な
ど
の
ご
み

※
不
法
投
棄
物
（
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ

リ
ー
・
廃
家
電
・
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
）
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

収
集
場
所
と
回
収
●
空
き
缶
・
空
き
瓶
は

配
布
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
別
し
て
、

各
自
治
会
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に
集
め
て

1 

20
歳
以
上

2
前
年
度
の
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

3
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
、
住
宅
を
建

築
す
る
土
地
を
必
要
と
し
て
い
る

応
募
要
領
●
11
月
21
日
㈪
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

い
12
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮
ま
で
に
、
問
い

合
わ
せ
先
へ

公売予定地
物件番号 土地の所在 地目 地積（㎡）

12‐1 東方町1‐2‐6 宅地 330.81

12‐2 上柴町東7‐15‐6 宅地 269.91

12‐3 上柴町東7‐15‐17 宅地 289.74

12‐4 緑ケ丘732 雑種地 368.21

12‐5 上野台474‐11 宅地 206.11

平
成
24
年
深
谷
市
成
人
式

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（ 

う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

対
象
●
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
４
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
か
た

と
き
●
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰
受
付
＝
午

後
１
時
〜
、
開
式
＝
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

※
住
民
票
を
市
外
に
移
さ
れ
た
か
た
で
成

人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
招
待
状
の
発
送
は
11
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

い
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
問
い
合

わ
せ
先
へ

あ
っ
た
か
村

あ
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
う

え

５
７
２
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（
う

５
７
０
‐
１
８
７
６
）

と
き
●
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
11

月
３
日
㈷
・
14
日
㈪
を
除
く
）、
囲
碁
ク

ラ
ブ
＝
11
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

定
員
●
開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人
程
度
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10
人
程
度

参
加
料
●
開
村
日
＝
利
用
者
8
0
0
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
0
0
円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ

＝
1
0
0
円

い
前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ
ん
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

介
護
者
の
集
い

あ
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・
森も

り

田た

さ

ん
（
う
５
７
１
‐
０
７
５
７
）

と
き
●
11
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

談
話
室

内
容
●
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流

第
12
回
市
有
地
公
売

あ
財
政
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
２
）

　

住
宅
用
の
土
地
と
し
て
市
有
地
を
購
入

し
た
い
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
●
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

今
こ
そ
家
計
簿
を

あ
熊
谷
友
の
家
・
中な

か

村む
ら

さ
ん
（
う
５
７
２

‐
２
６
５
０
）

と
き
●
11
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
大
会
議
室

内
容
●
家
計
簿
の
あ
る
生
活
、
暮
ら
し
の

ヒ
ン
ト

定
員
●
40
人

参
加
料
●
４
０
０
円
（
託
児
＝
２
０
０

円
・
要
予
約
）

第
77
回
親
子
映
画
鑑
賞
会

「
カ
ッ
パ
の
三
平
」上
映
会

あ
深
谷
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み
る
会
・

飯い
い

塚づ
か

さ
ん
（
う
５
８
７
‐
４
４
７
５
）

対
象
●
４
歳
以
上
の
子
ど
も
と
大
人

と
き
●
11
月
26
日
㈯
①
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
０
時
10
分　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
10
分

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
●
水み

ず

木き

し
げ
る
の
原
作
を
ア
ニ
メ

化
。
主
人
公
の
三さ

ん

平ぺ
い

は
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と

か
ら
カ
ッ
パ
の
国
へ
迷
い
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
さ
あ
、
三
平
は
ど
う
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
楽
し
く
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ

ド
キ
さ
せ
る
冒
険
の
物
語
で
す
。

参
加
料
●
８
０
０
円

季
節
の
行
事
と
お
は
な
し
の
体
験
活
動

あ
こ
ど
も
と
お
は
な
し
の
家
・
金か

ね

子こ

さ
ん

（
う

え

５
７
４
‐
９
６
６
５
・
お

ohanashi2008@
yahoo.co.jp

）

と
き
●
11
月
13
日
㈰
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
●
ア
リ
オ
深
谷
屋
上
庭
園

内
容
●
野の

点だ
て

、
茶
道
体
験
、
素
話

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
野
点
＝
２
０
０
円

３
）
、
深
谷
西
保
育
園
（
う
５
７
３
‐

０
０
０
５
）

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
独
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
保
育
士
や
お
母
さ
ん
同

士
、
気
軽
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

とき 内容 ところ
11月14日㈪午前10時～ 体育・英語遊び 深谷ビッグタートル
11月15日㈫午前10時～ 七五三おめでとう 深谷保育園
11月17日㈭午前10時～ 七五三おめでとう 深谷西保育園
11月22日㈫午前10時～ 手作り年賀状 深谷保育園
11月24日㈭午前10時～ 手作り年賀状 深谷西保育園
11月26日㈯ 合同遠足上野動物園
11月28日㈪午前9時30分～ ジュニア（０・１歳児） 深谷西保育園
11月29日㈫午前10時～ 手作り年賀状 深谷保育園
12月  1日㈭午前10時～ 手作り年賀状 深谷西保育園
12月  3日㈯午前10時～ もぐもぐPoPo（栄養試食会）深谷保育園・深谷西保育園
12月  5日㈪午前10時～ 体育・英語遊び 深谷ビッグタートル
12月  6日㈫午前10時～ クリスマス製作 深谷保育園
12月  8日㈭午前10時～ クリスマス製作 深谷西保育園

☆
す
く
す
く
交
流
会
☆

と
き
●
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
（
要
予
約
）　

内
容
●
親
子
で
保
育
園
体
験

市
議
会
傍
聴
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

あ
深
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
古ふ

る

田た

さ
ん

（
う
え
５
７
２
‐
２
１
０
１
）

　

議
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
す
。

と
き
●
12
月
８
日
㈭
ま
た
は
９
日
㈮

と
こ
ろ
●
市
役
所
本
庁
舎

定
員
●
先
着
10
人

い
フ
ァ
ク
ス
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

ふかや必読書 ３0

いないいないばあ　　　　　松
ま つ

谷
た に

みよ子
こ

　子どもたちは、隠されていた物
が目の前に飛び出してくる遊びが
大好きです。何度繰り返しても飽
きることがありません。「いない
いない…」でめくると「ばあ」と
顔を出すかわいい動物たち。思わ
ず笑みがこぼれます。親子で、繰
り返し遊んでみましょう。
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い
12
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
個
人
戦
）

あ
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
鏡か

が
み

さ
ん
（
う

０
９
０
‐
９
３
６
４
‐
５
８
８
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
お
よ

び
連
盟
登
録
者

と
き
●
12
月
４
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜　

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
【
個
人
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）】
男
子

の
部
・
女
子
の
部
（
１
〜
３
部
）、
中
学

生
女
子
の
部

※
２
部
で
の
優
勝
者
は
１
部
、
３
部
で
の

優
勝
者
は
２
部
で
参
加
の
こ
と
（
50
歳
以

上
の
か
た
、
10
年
以
上
前
の
優
勝
者
を
除

く
）

※
初
参
加
の
か
た
は
、
事
務
局
で
種
別
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
中
学
生
女
子
の
部
は
、
各
学
校
12
チ
ー

ム
以
内
と
し
ま
す
。

参
加
料
●
一
般
＝
１
人
７
５
０
円
、
中
学

生
・
高
校
生
＝
１
人
５
０
０
円
（
保
険

料
・
シ
ャ
ト
ル
代
を
含
む
。
組
み
合
わ
せ

会
議
時
に
集
金
）

い
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
・
え
５
７
４
‐
５
８
６
１
）
へ

組
み
合
わ
せ
会
議
●
11
月
26
日
㈯
午
後
７

時
〜
・
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
第
２
控
室

※
大
会
当
日
の
連
盟
登
録
可
（
登
録
料
＝

年
間
１
，０
０
０
円
）

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

あ
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん
（
う
０
９
０
‐
２
４
０
４
‐
５
７
８

４
）

対
象
●
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
か
在

勤
・
在
学
者
お
よ
び
連
盟
登
録
者
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

と
き
●
12
月
11
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
一
般
の
部（
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
、

コ
ー
ト
内
に
女
性
２
人
以
上
、
学
生
１
人

ま
で
）、レ
デ
ィ
ー
ス
の
部（
女
性
の
み
で
、

コ
ー
ト
内
に
学
生
１
人
ま
で
）、
シ
ニ
ア

の
部（
40
歳
以
上
の
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
、

コ
ー
ト
内
に
女
性
２
人
以
上
）

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
２
，０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

い
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添

え
て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

へ代
表
者
会
議
●
12
月
２
日
㈮
午
後
７
時
30

分
〜
・
深
谷
公
民
館

冬
季
卓
球
講
習
会

あ
市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
☎
０
９
０

‐
４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

と
き
●
12
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４

時と
こ
ろ
●
市
民
体
育
館

講
師
●
埼
玉
工
業
大
学
卓
球
部
員

定
員
●
先
着
１
０
０
人

参
加
料
●
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

労
働
局
が
解
決
を
お
手
伝
い

あ
埼
玉
労
働
局
企
画
室
（
う
０
４
８
‐

６
０
０
‐
６
２
６
２
）

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、
迅
速
な

解
決
を
促
進
す
る
た
め
、
埼
玉
労
働
局
で

は
、
無
料
で
個
別
労
働
紛
争
の
解
決
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
情
報
提
供
、
相
談

・
労
働
局
長
に
よ
る
助
言

・
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

（
紛
争
当
事
者
間
の
調
整
）

無
料
調
停
手
続
相
談
会

あ

熊
谷
調
停
協
会
（
う

０
９
０
‐

５
５
８
７
‐
３
１
０
０
）

と
き
●
11
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
八
木
橋
カ
ト
レ
ア
教
室
ル
ー
ム
１

相
談
内
容
●
夫
婦
関
係
（
離
婚
・
円
満
）、

親
権
、
養
育
費
、
生
活
費
、
相
続
、
親
族

間
の
争
い
、
認
知
、
親
子
関
係
、
慰
謝
料
、

男
女
間
の
問
題
、
金
銭
賃
借
、
サ
ラ
金
、

交
通
事
故
、
近
隣
の
問
題
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
、
未
払
い
給
与
の
問
題
な
ど

相
談
員
●
弁
護
士
（
調
停
委
員
）、
民
事

調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）

※
11
月
は
10
日
㈭
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

で
す
。

2
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
通
常
検
査
＝
毎
月

第
４
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
、
午
後
５

時
30
分
〜
６
時
30
分
（
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ

Ｖ
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
、
梅
毒
、
ク
ラ
ミ

ジ
ア
）

と
こ
ろ
●
熊
谷
保
健
所

費
用
●
ク
ラ
ミ
ジ
ア
血
中
抗
体
検
査
＝

１
，８
６
０
円
、
そ
の
他
の
検
査
項
目
＝

無
料個

人
事
業
者
の
青
色
申
告
決
算
な
ど

説
明
会

あ
熊
谷
税
務
署
（
う
５
２
１
‐
５
６
４
９
）

と
き
・
内
容
●
12
月
１
日
㈭
①
事
業
所
得

者
・
不
動
産
所
得
者
＝
午
前
10
時
〜
正
午

②
事
業
所
得
者
・
農
業
所
得
者
＝
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い

と
会
議
室
１

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

あ
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
う
０
４
８
‐
８
５
９
‐
３
５
０
７
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
●
11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時

※
19
日
㈯
・
20
日
㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

電
話
番
号
●
う
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０

相
談
員
●
法
務
局
職
員
、
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

　

毎
年
、
11
月
12
日
〜
25
日
ま
で
の
２
週

間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に

つ
い
て
考
え
、
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
で
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
パ
ネ
ル
展

と
き
●
11
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

あ
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
・
う
５
７
３
‐
６
５
６
１
）

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
の
あ
る
か
た
や

そ
の
家
族
か
ら
の
就
労
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
、
就
労
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
か
た
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

対
象
●
①
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
か
た

で
、
就
労
に
関
し
て
支
援
を
必
要
と
す
る
か

た　

②
障
害
の
あ
る
か
た
を
雇
用
し
て
い
る

（
雇
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
）
事
業
所　

③

教
育
機
関
、
施
設
、
医
療
機
関
な
ど
障
害
の

あ
る
か
た
の
就
労
を
支
え
る
か
た

相
談
日
●
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

い
事
前
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

あ
い
熊
谷
保
健
所
（
う
５
２
３
‐
２
８
１

１
）

　

熊
谷
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染

症
検
査（
予
約
制
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
は
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
き
・
内
容
●

1
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
＝
毎
月
第
１
木
曜
日

レ
ン
ス
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）
を
行
う

こ
と
な
ど

4
ネ
グ
レ
ク
ト　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
医
者
へ
連
れ

て
行
か
な
い
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
育
の

た
め
に
必
要
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い

な
ど

今
、
子
育
て
中
の
か
た
へ

　

子
育
て
に
は
不
安
が
付
き
物
で
す
。
子

育
て
の
悩
み
は
、
独
り
で
抱
え
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
各
種
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
迷
わ
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ

　

あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
な
ど
に
よ
り
子
育

て
中
の
家
庭
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

▪
虐
待
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
う
５
７
４

‐
３
０
０
０
）

▪
家
庭
児
童
相
談
（
う
５
７
１
‐
１
４
０

８
）

※
詳
し
く
は
、
各
種
無
料
相
談
（
23
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
熊
谷
児
童
相
談
所
（
う
５
２
１
‐
４
１

５
２
）

▪
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
う

０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
０
０
０
・
24
時
間
）

▪
休
日
夜
間
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
（
う

０
４
８
‐
７
７
９
‐
１
１
５
４
・
月
〜
金

曜
日
午
後
６
時
15
分
〜
翌
日
午
前
８
時
30

分
と
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　
周
り
の
人
と
の
出
会
い

　

私
は
あ
る
日
テ
レ
ビ
を
見
よ
う
と
し
、

リ
モ
コ
ン
を
取
っ
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い
た
の
は
、
障
害

の
あ
る
人
の
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
で
し
た
。

く
び
が
悪
く
寝
た
ま
ま
の
人
が
い
れ
ば
、

足
の
左
右
の
長
さ
が
ち
が
う
人
も
い
ま
し

た
。

　
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
し
た
が
、
中
で
も

私
が
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
者
を
支
え
て
い
る
周
り
の
人
の
こ

と
で
し
た
。
く
び
が
悪
く
寝
た
ま
ま
の

人
の
ベッ
ト
を
お
し
て
く
れ
て
い
た
人
、

席
で
応
え
ん
し
て
く
れ
て
い
た
人
、
そ
の

人
を
支
え
る
周
り
の
人
が
た
く
さ
ん
テ
レ

ビ
に
映
っ
て
い
ま
し
た
。
人
は
み
ん
な
、

だ
れ
か
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
ん
だ

な
と
、
こ
の
テ
レ
ビ
を
見
て
、
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
な
い

に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
人
に
言
え
る
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
、
だ
れ
で
も
、
他
の
人
と
自

分
が
ち
が
っ
て
い
た
ら
、
気
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
番
気
に
な
る
こ
と

と
いっ
た
ら
、
周
り
の
人
か
ら
ど
う
思
わ

れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
周
り
の
人
の
一
言
で
心
が
ゆ
ら

ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
周
り

の
人
と
、
自
分
を
比
べ
て
「
な
ん
で
私
だ

け
み
ん
な
と
ち
が
う
ん
だ
ろ
う
。」
と
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

け
れ
ど
も
、
良
く
考
え
て
み
る
と
、

人
と
人
と
で
同
じ
所
を
探
す
よ
り
も
、

豊里中2年
上
う え

田
だ

優
ゆ

衣
い

さん

ち
が
う
所
を
探
す
方
が
、
早
く
た
く
さ

ん
探
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
み
ん
な
と
ち
が
う
こ
と
を
、

逆
に
生
か
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ち
が
う
こ
と
を
き
っ
か
け

に
し
、
人
と
人
と
の
仲
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
場
者
を
支
え

て
い
た
人
々
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
、
小
学
校
の
時
の
道
徳
の
時
間

に
読
ん
だ
本
で
す
。

　

あ
る
少
年
は
、
手
と
足
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
人
専
用
の
ル
ー
ル
を

使
っ
て
、
楽
し
く
野
球
を
し
て
い
る
と
い

う
話
で
し
た
。「
こ
こ
ま
で
打
て
た
ら
ホ
ー

ム
ラ
ン
に
し
よ
う
。」な
ど
、み
ん
な
で
ル
ー

ル
を
決
め
て
、
障
害
の
あ
る
人
も
、
な
い

人
も
、
み
ん
な
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　

見
た
目
で
人
を
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
話
し
た
り
し
て
、
そ
の
次

に
は
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
、
少
し
ず
つ

お
互
い
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
、
人
と

人
の
関
わ
り
で
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
本
に
出
て
き
た
人
た
ち
の
よ

う
に
、
周
り
の
人
が
そ
の
人
の「
ち
が
い
」

を
理
解
し
、
助
け
合
っ
て
い
け
た
ら
す
ば

ら
し
い
で
す
。

　

け
れ
ど
自
分
だ
っ
た
ら
、
毎
日
、
相

手
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
こ

と
は
、
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
少
し
で
も
周
り
の
人
の
こ
と
を
考

え
て
、
気
配
り
が
で
き
る
よ
う
な
人
に
、

私
は
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
人
と
の

ち
が
い
で
差
別
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

人
の
良
さ
と
し
て
受
け
と
め
て
い
き
た
い

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
人
に

出
会
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
一
人

の
出
会
い
を
、
一つ
一つ
大
事
に
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
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と
き
●
12
月
３
日
㈯
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜

と
こ
ろ
●
つ
ば
き
公
園

種
目
●
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
（
制
限
時
間
40
分

ま
た
は
11
点
先
取
）

定
員
●
先
着
80
チ
ー
ム（
１
チ
ー
ム
３
人
）

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
、
当
日
集
金
）

い
11
月
23
日
㈷
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

あ
市
歩
け
歩
け
協
会
・
長な

が

澤さ
わ

さ
ん
（
う

５
７
４
‐
０
７
５
２
）

と
き
●
12
月
４
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
受
付

＝
午
前
９
時
50
分
〜

集
合
場
所
●
岡
部
駅
前
広
場

コ
ー
ス
●
岡
部
駅（
午
前
10
時
30
分
出
発
）

〜
岡
里
〜
中
宿
公
園
（
休
憩
・
昼
食
＝
午

前
11
時
〜
正
午
）
〜
道
の
駅
お
か
べ
〜
矢

島
〜
内
ヶ
島
（
清
掃
）
〜
深
谷
消
防
署
〜

田
谷
〜
東
大
沼
〜
深
谷
公
民
館
（
午
後
２

時
30
分
到
着
予
定
）

参
加
料
●
一
般
＝
３
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
・
当
日
集
金
）、
会
員
＝
無
料

い
当
日
集
合
場
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
軍
手
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

渋
沢
栄
一
の
ふ
る
さ
と
を
歩
く
・
16
㎞

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

と
き
●
11
月
13
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
受
付

＝
午
前
８
時
30
分
〜

集
合
場
所
●
希
望
が
丘
公
園

コ
ー
ス
●
希
望
が
丘
公
園
（
出
発
式
＝
午

前
９
時
〜
）
〜
旧
渋
沢
邸
「
中な

か

のん

家ち

」
〜

誠せ
い

之し

堂ど
う

・
清
風
亭
〜
日
本
煉
瓦
史
料
館
〜

３
Ｂ
体
操
教
室

あ
市
３
Ｂ
体
操
協
会
・
斉さ

い

藤と
う

さ
ん
（
う

５
７
２
‐
０
１
１
４
）・
蔵く

ら

本も
と

さ
ん
（
う

５
７
４
‐
７
８
１
３
）・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
う

５
７
２
‐
５
６
４
８
）

コース とき ところ 対象 定員 参加料 問い合わせ

親子

11月18日㈮・25日㈮
午前10時～11時 くれよんかん 2歳くらい～

4歳までの子
とその親（ま
たは祖母）

先着
15組

1組500円
（保険料を含む） 斉藤さん

12月1日㈭･8日㈭･22日㈭
午前10時30分～11時30分

南公民館
多目的ホール

1組1,000円
（保険料を含む） 蔵本さん

ジュニア

11月22日㈫･29日㈫
午後4時～5時 くれよんかん

4歳くらい～
小学生

先着
20人

1人500円
（保険料を含む） 斉藤さん

12月5日㈪･12日㈪･19日㈪
午後4時30分～5時30分

南公民館
多目的ホール

先着
15人

1人1,000円
（保険料を含む） 蔵本さん

成人 12月6日㈫･13日㈫･20日㈫
午前10時～正午

キララ上柴
多目的室 成人女性 先着

15人
1人1,000円

（保険料を含む） 福島さん

【
各
コ
ー
ス
共
通
】

い
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て

市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

お
ね
ぎ
の
里
ペ
タ
ン
ク
大
会

あ
市
ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
金か

な

澤ざ
わ

さ
ん
（
う

え
５
７
３
‐
０
５
６
８
）

深
谷
城
址
公
園
〜
深
谷
駅
（
午
後
３
時
到

着
予
定
）

い
当
日
集
合
場
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

*

県
景
観
計
画
の
変
更
に
関
す
る

公
聴
会（
説
明
会
）

あ
県
田
園
都
市
づ
く
り
課
（
う
０
４
８
‐

８
３
０
‐
５
３
６
７
）

　

県
が
作
成
す
る
景
観
計
画
の
変
更
に
当

た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
●
11
月
29
日
㈫
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
中
会
議
室

宝
く
じ
助
成
事
業

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、
川か

岸し

自

治
会
が
お
は
や
し
用
具
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

深
谷
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

あ
水
道
工
務
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
は
廃
止
の
届
け
出
に
よ

り
、
市
指
定
事
業
者
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

・
馬
場
設
備
工
業 （
深
谷
市
）

・
福
産
工
業
（
深
谷
市
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定

あ
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
（
う
０
４
８
‐
６

０
０
‐
６
２
０
５
）、
熊
谷
労
働
基
準
監

督
署
（
う
５
３
３
‐
３
６
１
１
）、
埼
玉

県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
う
０
４
８
‐
６
４
１
‐
３
６
１
３
）

　

県
最
低
賃
金
が
、
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
７
５
９
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
６
つ
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
を

除
く
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
主
の
か
た
の
た
め
に
、
最

低
賃
金
改
定
に
伴
う
相
談
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
相
談
窓
口
「
埼
玉
県
最
低
賃
金
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
28
回
自
衛
消
防
隊

屋
内
消
火
栓
操
法
指
導
会
表
彰

　

実
戦
的
な
放
水
を
行
う
屋
内
消
火
栓
操

法
指
導
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
・
寄
居
町
の
各
事
業
所
か
ら
男
子

の
部
23
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
５
チ
ー
ム
の

計
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
、日
東
電
工
㈱（
男

子
の
部
）、
深
谷
市
役
所
（
女
子
の
部
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

納
期
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日
㈬
＝
固
定
資
産
税
第
４
期
・

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

パソコン教室

ところ 講座名 内容 とき（12月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

年賀状作成
Wordのはがきウィザード
を利用して、年賀状の文面
を作成

1日㈭

午前9時～
11時45分

先着
18人

各500円
（資料代）

日本語入力ができるかた

わくわく入力 文字入力のマスターと文節変
換・単語登録など

5日㈪
6日㈫

先着
18人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

Ｗｏｒｄ入門 文書の作成、ワードアートとイラ
ストの挿入

13日㈫
14日㈬

先着
18人 日本語入力ができるかた

デジカメ写真
活用術３ 写真入りカレンダーの作成 2日㈮ 先着

12人 日本語入力ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　あい11月24日㈭午前9時から、参加料を添えて深谷公民館へ

■パティオ割引券をご利用ください
　市民のかたに、市役所本庁舎・各総合支所・各公民館で２割引券を配布しています。

営業時間 入場料 注意
午前10時～午後9時
（最終入場は午後8時
15分）
※火曜日休館

一般＝1,000円
小・中学生＝500円

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの
入場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、
小学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。入れ墨や
タトゥーを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内容 とき 備考

無料園芸相談
相談員／門

かど

井
い

照
てる

光
みつ

植木や盆栽などの手入れからせん定
方法まで、園芸に関することでお困りの
かたはご相談ください。

毎週日曜日午前10時～
午後４時
※都合により、変更とな
る場合があります。

ところ／１階フラワーホスピタル

プールプログラム／11月2日㈬～12月2日㈮まで 備考

アクアビクス（①③＝40分間、②＝30分間）
講師／保

ほ

泉
ずみ

亜
あ

希
き

子
こ

・小
こ

暮
ぐれ

美
み

佐
さ

子
こ

①毎週月曜日午後7時～
②毎週木曜日午後2時～
③毎週金曜日午後2時～

定員／各回先着20人
使用予定プール／造波プール

足腰に負担の少ないアクアウオーキング（40分間）
講師／吉

よし

野
の

信
しん

二
じ

・谷
や

内
ち

田
だ

隆
りゅう

一
いち 毎週水曜日午前11時～ 定員／各回先着20人

使用予定プール／造波プール

ウオーク&バランス&筋トレ（40分間）
講師／保泉亜希子 毎週水曜日午後2時～ 定員／各回先着20人

使用予定プール／25mプール

アクアウオーキング（30分間）
講師／吉野信二・谷内田隆一 毎週水曜日午後7時～ 定員／各回先着20人

使用予定プール／造波プール

やさしいアクアウオーキング（40分間）
講師／吉野信二・谷内田隆一 毎週木曜日午前11時～ 定員／各回先着20人

使用予定プール／造波プール

初めてのアクア筋トレ 下半身編（45分間）
講師／吉野信二・谷内田隆一 毎週木曜日午後7時～ 定員／各回先着20人

使用予定プール／25mプール

初めてスイミング・クロール チャレンジ編Vol.5（45分間）
講師／吉野信二・谷内田隆一 毎週金曜日午後7時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／25mプール
初めてスイミング・クロール チャレンジ編Vol.6（45分間）
講師／高

たか

橋
はし

雅
まさ

樹
き 毎週金曜日午前11時～ 定員／各回先着10人

使用予定プール／25mプール
※参加料は無料（別途プール利用料が必要）
※申し込みは不要です。ご希望のプログラム開催時間に使用予定プールにお集まりください。
※プログラム開始から5分を過ぎた後からのご参加は、安全管理の都合上、お断りしますので時間までにお越しください。
※プログラムは変更・中止の場合がありますので、事前にお問い合わせください。

グリーンパーク・パティオ（ 574‐ 5000）
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子の
ための
おはなし会

絵本、紙芝居、手遊びなど
11月10日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／０～３歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会
絵本「ねずみくんのチョッキ」、ストーリー
テリング（語り）「ももたろう」、紙芝居「す
き・すき・おかあさんのおはな」など

11月26日㈯
午後1時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

読書講演会
「英語で楽しむマザーグース」
講師／山

やま

崎
ざき

暁
あき

子
こ

氏（埼玉工業大
学准教授）

12月11日㈰
午後1時30分～3時

い11月22日㈫から各図書館へ
対象／市内在住か在勤者
定員／先着50人
参加料／無料

岡部図書館
☎585‐5968 えいが会 ・虫ばになった王様

・ジャングル大帝「信頼」
11月19日㈯
午前１1時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250

文学歴史散歩
「群馬の近代
を巡る旅」

近代日本の著名な文学者「萩
はぎ

原
わら

朔
さく

太
た

郎
ろう

と土
つち

屋
や

文
ぶん

明
めい

」の生地、群馬県
の記念施設を見学し、渋沢栄一ゆ
かりの富岡製糸場を訪れます。

11月26日㈯
午前7時30分～午
後6時

い11月8日㈫から各図書館へ
対象／市内在住か在勤者
定員／先着45人
参加料／4,000円（バス代・昼食代・
入館料など）

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：おはなしと映画「よいこのた
のしいクリスマス」（25分）
２部：絵本、紙芝居、エプロンシア
ター、ストーリーテリング、手品、手
遊びなど

12月3日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

■図書館休館日（4館共通）
【11月】 4日㈮・7日㈪・14日㈪・21日㈪・24日㈭・28日㈪
【12月】 5日㈪・9日㈮・12日㈪・19日㈪・26日㈪・29日㈭・30日㈮・
31日㈯

■秋の特別整理休館　
深谷図書館：11月16日㈬～20日㈰
岡部・川本・花園図書館：11月10日㈭～13日㈰

主な公共機関への連絡先と取扱時間

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、
一部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談 月～金曜日午前9時～午後4時 市役所北別館

家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 こども青少年課

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談

平日午前9時～午後9時30分
土・日曜日午前9時～午後5時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談 毎月第1火曜日午前9時～正午 市役所西別館

会議室 

交通事故相談 県北部地域振興センター
☎521‐7300 交通事故に関する相談 月～金曜日午前9時～午後4時

※受け付けは午後3時30分まで
県北部地域振興
センター

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登
校・いじめ・非行など、学校生
活上の不適応や悩みについ
ての相談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の
困り事や悩みなどの相談

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第2・4土曜日、第3水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関す
る相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 就職相談室
☎573‐1171

内職に関する仕事紹介、就職相
談、求人情報の提供　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

ハローワーク求人情報の提
供、職業相談、職業紹介

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

熊谷若者サポートステーション
☎520‐2170

就労についての悩みや困難
を抱えている若者と保護者の
ための相談　予約制

月～金曜日午前10時～午後6時
土曜日午前10時～午後6時

サポステ事務所（熊谷）
深谷シネマ内

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日、毎月第3日曜日

午後1時～3時（11月3日を除く）
ボランティア交流
センター

保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

11月  9日㈬午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  3時
11月14日㈪午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  4時
12月  5日㈪午前10時～11時30分
12月12日㈪午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  4時
12月14日㈬午前10時～11時30分

花園保健センター

深谷市保健センター

おかべ子育て支援センター
深谷市保健センター

川本保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの健康相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制 11月15日㈫午後2時～4時 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談　予約制

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 ‐

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

11月10日㈭午前9時～10時30分、
毎月第4火曜日午前10時～11時、
午後5時30分～6時30分

熊谷保健所

女性の悩み相談室

乳幼児相談

若者サポートステーション
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

岡部 岡部保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
８
０
０
０
」

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
11
時

休
日（
日
曜
日
、祝
休
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜

午
後
11
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

川本 川本保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月  4日㈰
神足眼科医院 ☎574‐6754

石川医院耳鼻咽喉科 ☎571‐0038

とき 休日診療医院名 問い合わせ

11月  3日㈷ 正田眼科 ☎571‐1198

11月  6日㈰
清水眼科医院 ☎581‐0378

矢部耳鼻咽喉科 ☎574‐3535
事業名 対象者区域 会場 実施日時  対象者など

※「乳幼児相談」や「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

花園

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂｈｔｔｐ：//ｍｏｂｉｌｅ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋａｙａ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ/

　　　　　 11月  3日・  6日・13日・20日・23日・
　　　　　　　  27日
　　　　　 12月  4日・11日・18日・23日・25日・
　　　　　　　  31日
　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

診療科目  内科・小児科

　　　　　 11月  3日・  5日・  6日・12日・13日・19日・20日・23日・
　　　　　　　  26日・27日
　　　　　 12月  3日・  4日・10日・11日・17日・18日・23日・24日・
　　　　　　　  25日・31日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　　

　　　　　 小児科・内科（こども）

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

11月11日㈮

（受け付け：午後1時～1時30分）

平成23年6月29日～7月  7日生まれ

11月21日㈪ 平成23年7月  8日～7月15日生まれ

12月  2日㈮ 平成23年7月16日～7月26日生まれ

11月15日㈫ （受け付け：午後1時～2時） 平成23年6月・7月生まれ

深谷

4か月児
健康診査 深谷

岡部岡部

11月14日㈪

（受け付け：
　午後1時～1時30分）

平成23年7月16日～8月15日生まれ11月18日㈮

11月22日㈫

12月  6日㈫ 平成23年8月生まれ

BCG予防接種
総合

川本川本/花園

深谷/岡部

11月11日11月11日㈮

午前9時20分～11時50分
おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

11月18日㈮

11月26日㈯
または
12月  3日㈯

12月  2日㈮

12月  9日㈮

12月17日㈯

全区域全区域

マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室

深谷深谷

花園

離乳食教室離乳食教室 11月28日㈪
（受け付け：
　午前9時45分～10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（保育を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）12月  6日㈫

花園
全区域

深谷

11月10日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成22年4月  1日～4月17日生まれ

11月24日㈭ 平成22年4月18日～4月30日生まれ

12月  8日㈭ 平成22年5月  1日～5月15日生まれ

11月29日㈫ 平成22年3月・4月生まれ

深谷

1歳6か月児
健康診査 深谷

川本/花園 川本

11月17日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成20年4月16日～4月30日生まれ

12月  1日㈭ 平成20年5月  1日～5月15日生まれ

11月22日㈫ 平成20年4月・5月生まれ

12月  7日㈬ 平成20年5月・6月生まれ

3歳児
健康診査 深谷深谷

岡部岡部

川本/花園 川本
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◆以下の事業は予約制です。 11月15日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
12月14日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半以上児と保
護者

各日先着
20組 無料

桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

12月７日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者

お誕生会（童歌で遊ぼう） 12月21日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
12月14日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

12月7日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 12月21日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
12月14日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

12月7日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 12月21日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
12月14日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

12月7日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 12月21日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

豊里子育て支援センター
12月7日㈬・14日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 12月21日㈬
午前10時30分～１１時30分

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
12月2日㈮・16日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

12月9日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
12月9日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

12月2日㈮・16日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
12月9日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

12月2日㈮・16日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

豊里子育て支援センター
12月2日㈮・9日㈮・16日㈮
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです 桜ヶ丘子育て支援センター

12月2日㈮・16日㈮
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者 各日先着

20組 無料
桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。12月9日㈮

午前10時30分～１１時30分
1歳半以上児と保
護者

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

おかべ育て支援センター
12月6日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了し
ている未就学児と
保護者

先着  7組
親
300円
子
250円

おかべ育て支援センター

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前9時～正
午・午後2時30分～4時30分
（詳しくはお問い合わせください）

未就学児と保護者

パワフルランド
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
12月1日㈭・15日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

● 桜ヶ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101

問

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
(随時相談に応じます）

未就学児と保護者

親子でリトミック
リズムに合わせて、親子で
楽しく身体を動かしましょう 豊里子育て支援センター

12月8日㈭
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者 先着20組 無料 豊里子育て支援センター

ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？ おかべ子育て支援センター

12月17日㈯
午前10時30分～１１時30分

未就学児の保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター
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　生花でもドライフラワーでも、2
度楽しめるキャンドルアレンジを
作ってみませんか？
とき　11 月 26 日㈯
午後 1時～ 3時

ところ　ふかや緑の王国　参加料　
2,000 円（当日集金） 定員　先着 20 人
申し込み　11 月 5日㈯から、
電話でふかや緑の王国へ

　9月号で紹介した新しい花壇
作りは、園路の整備が始動！
　GREEN HEARTS（花園植木
職人集団）の職人さんに講師
をお願いして、レンガや枕木
の 設

置方法を学び、作り始めま
した。少しずつ出来てきて、
これからが楽しみです。仲
間も随時募集しています。

講師　酒
さか
井
い
和
かず
子
こ
先生

（NPO地域環境緑創造交流協会）

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551
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「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
Ｃhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

↑登録はこちらから


